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地
道
な
活
動
を
通
じ
て 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
理

事
・
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
い
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
三
月
に
想
像
を
絶
す
る
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
、
日
本
に
と
っ
て
歴
史
に
残
る
大
き
な
災
害
と

し
て
脳
裏
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
全
国
で
被

災
地
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
を
多

く
目
に
し
、
「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
」

と
自
主
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
考
え
る
こ
と
も
多
か
っ

た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
人
と
人
の
繋
が
り
、
絆
が
い
か

に
人
を
動
か
す
の
か
、
こ
の
髙
瀬
蔵
も
い
ろ
ん
な
方
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
省
み
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で

す
。 さ

て
、
昨
年
の
法
人
運
営
に
お
い
て
は
、
自
主
イ
ベ

ン
ト
の
ス
タ
ッ
フ
不
足
な
ど
の
課
題
は
あ
り
ま
し
た

が
、
髙
瀬
夜
噺
に
お
い
て
は
、
前
身
の
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業
か

ら
通
算
し
て
、
記
念
す
べ
き
第
百
回
目
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
地
域
の
伝
統
や
文
化
を
後
世

に
伝
え
た
い
と
い
う
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物

で
あ
る
と
自
負
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。 

今
後
も
髙
瀬
蔵
の
役
割
で
あ
る
「
く
ら
し
の
文
化
継

承
と
創
造
拠
点
」
、
地
道
な
活
動
を
継
続
し
な
が
ら
、

地
域
文
化
の
継
承
と
来
館
者
に
楽
し
さ
と
感
動
を
提

供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
年
も
髙
瀬
蔵
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
の
変
わ
ら
な
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

理
事
長 

猿 

渡 

洋 
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今年も 10/15～23 日まで祟城

大学芸術学部・勝野研究室のご

協力で、芸術の秋をゆったり楽

しむ彫刻展を開催しました。例

年通り髙瀬蔵と裏川水際緑地公

園が展示会場です。ノスタルジ

ックな髙瀬の雰囲気と大学生の

若々しくも力強い作品が融合し

た空間の中、美術館とは違った

感覚でアートを楽しむことがで

きました。 

今回は新たな試みとして、ご

協力いただいている芸術学部学

生さんのミニコンサートも髙瀬

蔵で開催！ 

彫刻を展示した空間に響くギ

ターサウンドはまさに幻想的で

した！ 

これからも髙瀬の秋のイベン

トとして、いろんなアートとの

コラボも企画していきたいと思

います。 

（まちづくり推進部会） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （文化部会） 

本年度第 7 夜（10 月 27 日）は「櫻井又吉翁の業績」をテーマとして、渡邉宣二氏に、
話題提供をいただいた。若くして役人の道に進んだ又吉。永徳寺村の庄屋をはじめ村の
ために働いた功績を貴重な資料をもとに話していただいた。 

第 8 夜（11 月 25 日）は髙瀬夜噺を開催して 7 年間、通算 100 回の節目を迎えた夜噺
となった。話題は｢寛政大津波の教訓を今に活かす。｣と題し、玉名市文化財保護審査会
副会長の前川清一氏に貴重な資料と市に残る津波、潮害の供養塔をプロジェクターに写
し話していただいた。3 月 11 日の東日本大震災による津波の被害は私たちの脳裏に深く
刻まれており、自然災害がもたらす脅威について改めて認識するとともに防災意識を更
に深めた一夜となった。 

第 9 夜（12 月 8 日）は｢大逆事件、松尾
ま つ お

卯一
う い っ

太
た

の冤罪｣について草枕交流館館長の中村
青史氏に話題提供をいただいた。現在の日本では、憲法により言論、思想は自由にでき
行動できるが、明治時代では、厳しく統制されており、玉名地方にもその厳しい統制化
冤罪の罪で罰せられた人物がいたとのお噺。その人物像と時代背景について紹介してい
ただいた。今の時代では想定できない事が、実際に起こっていた事に驚きを感じた一夜
となった。 

 10 月 30 日(日)のお菓子づくり体験講

座は、黒糖饅頭の作り方を学びました。

レシピによる分かりやすい説明と山嵜

講師の楽しいトークで、秋のひととき、

蔵の中は賑やかさと甘い香りにつつま

れていました。 

12 月 4 日(日)のお菓子づくり体験講座

は、この時期にはかかせないクリスマス

ケーキの作り方を学びました。スポンジ

の焼き上げに始まりケーキの形になっ

ていく工程に、参加者の方々も熱心な眼

差しを送っていました。 

2 日とも、参加者からは「とても楽しか

ったです」「参考になりました、早速家

で挑戦してみたいと思います」「お菓子

を作るのは難しいと思っていましたが、

とても楽しかったです。」などの感想を

いただき、蔵は、賑わいを見せていまし

た。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当法人運営につきましては、日頃よりご

協力を賜り感謝申し上げます。髙瀬蔵も今

年で開館 8 周年目を迎えます。これも会員

の皆様方のご支援、ご協力の賜物と重ねて

感謝申し上げます。早速ですが、平成 23年

会費のお支払いがお済でない方は、髙瀬蔵

受付にて納入頂きますようお願いします。

本年もよろしくお願い申し上げます。 

（事務局） 

ＮＰＯ法人髙瀬蔵の収益アップのため、始めたガラクタ市。会

員の皆様からご提供いただいた商品で今年も賑やかに開催する

ことができました。新聞の力はやはり大きくて、わざわざ、熊本

から来られた男性も。10 円の文具やレトロなビデオなど面白げ

に見られていました。毎年楽しみにしてくださるお客様のために

も今後も続けたいと思いますが、皆様の応援を、もっといただけ

れば、さらに元気に開催できるのではと感じました。 

（商店会イベント部会） 

明けましておめでとうございます。昨年は、

会員の皆様の日頃よりのご支援のおかげで、無

事に１年を終えることができました。受付スタ

ッフ一同、感謝を申し上げます。本年も髙瀬蔵

をよろしくお願いします。 

（受付スタッフ一同） 

一昨年までの「ワインの夕べ」から装いを新たにした「ボ

ジョレ・パーティ」。 

このイベントは、マイアミ、バッカス、酒のセザキ、ヴァ

ン･ドゥ･オオノさんとのコラボレーション企画で実現したも

ので、2 回目となる今年は 11月 17 日に開催しました。 

 今回のゲストは、歌・ピアノの Salah さんとパーカッショ

ンの MAKOTO さん。おいしいボジョレ・ワインと料理を味わい

ながらのライブに 70 人のお客様も大満足。お洒落で楽しい一

夜となりました。      （商店会イベント部会） 


